
わ
が
国
で
は
「
9
6
0
年
以
降
現
在
ま
で

4
5
年
以
上
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
死
亡
原
因

の
第
「
位
は
不
慮
の
事
故
が
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
事
故
死
亡
の
原
因
の
中
で
最
も
多

い
の
が
交
通
事
故
で
あ
り
(
子
ど
も
の
事
故

死
亡
の
工
′
宅
に
相
当
)
、
毎
年
全
国
で
2

5
0
名
前
後
の
子
ど
も
達
が
交
通
事
故
の
た

め
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
乳
幼

児
の
自
動
車
同
乗
中
の
事
故
と
自
転
車
同
乗

中
の
事
故
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
態
と
防
止

対
策
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

車
同
乗
中
の
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
少
子

化
に
逆
行
し
て
最
近
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
(
1
9
9
6
̃
2
0
0
4
年
の
8
年
間
で

6
7
・
5
%
増
加
)
。

例
え
ば
時
速
5
0
k
m
で
走
行
中
に
衝
突
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
、
子
ど
も
の
体
重
の
約
倍

の
力
(
体
重
川
嶋
な
ら
3
0
0
嶋
)
が
加
わ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
さ
的
m
(
マ

ン
シ
ョ
ン
5
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
)

か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
地
面
に
転
落
す
る
の
と
同
じ
位
の

衝
撃
で
、
人
間
の
力
で
は
支
え
き
れ
な
い
の

は
明
ら
か
で
す
。
そ
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
え
ば
交
通
事
故
の
致
死
率
は
「
!
4

̃
十
/
5
に
下
げ
ら
れ
ま
す
(
図
1
)
。
そ
こ

で
、
2
0
0
0
年
4
月
か
ら
6
歳
未
満
の
子

ど
も
を
車
に
乗
せ
る
場
合
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
I
卜
の
使
用
率

は
2
0
0
「
年
こ
そ
7
 
1
・
8
%
ま
で
上
昇
し

た
も
の
の
、
以
後
5
割
前
後
が
続
き
、
2
0

0
7
年
に
は
4
 
6
・
9
%
と
法
制
化
後
最
低
に

な
り
ま
し
た
(
図
2
)
。
こ
の
使
用
率
の
低

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の
交
通
統

計
に
よ
れ
ば
、
6
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
自
動

図「チャイルドシート使用・不使用別事故被害

チャイルドシートを使用しない場合の致死率(合計)は使用

した場合より4.75倍高くなっており、チャイルドシート使用

による被害の軽減効果は明らかです。重大な被害を招く事

故の多くが前方の衝突であることから、体の飛び出しを防

ぐことが、命を守る景善の方法だと考えられます。
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さ
が
乳
幼
児
の
自
動
車
同
乗
中
の
事
故
増
加

の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

通行目的別にみた自動車同乗中の幼児の死傷者数

ま
す
。
実
際
、
自
動
車
同
乗
中
の
幼
児
の
交

通
事
故
は
時
速
仰
山
以
下
の
事
故
が
的
%
を

占
め
、
6
 
「
%
の
事

図3

幼児が同乗していた自動車の危険認知速度
(チャイルドシート不使用の幼児が死亡または重傷であった場合)

財団法人交通事故総合分析センター資料より

故
が
買
物
、
訪
問
、

送
り
迎
え
な
ど
ち

ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

の
外
出
時
に
起
こ

っ
て
い
ま
す

(
図

3
)
。
つ
ま
り
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
わ
な
く
て

も
、
「
ゆ
っ
く
り

ス
ピ
ー
ド
を
出
さ

な
い
で
運
転
し
て

い
れ
ば
大
丈
夫
」

と
か
「
す
ぐ
近
く

ま
で
だ
か
ら
大
丈

夫
」
と
考
え
る
の

は
大
間
違
い
で
、

子
ど
も
を
自
動
車

に
乗
せ
る
時
に
は

常
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
I
卜
を
使
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。チ

ャ
イ
ル
ド
シ

I
卜
は
本
来
子
ど

も
を
拘
束
す
る
装

置
で
あ
り
、
確
実

な
拘
束
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
子
ど
も
の
命

を
守
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
子
ど
も
が

嫌
が
る
、
面
倒
、
高
価
、
近
く
ま
で
だ
か
ら
、

急
い
で
い
た
か
ら
」
な
ど
は
不
使
用
の
正
当

な
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
①
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
時
か
ら
常
に
使
用
し
て
、
親
子
と
も

に
習
慣
化
す
る
、
②
同
乗
す
る
大
人
も
全
員

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
、
子
ど
も
を
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
I
卜
に
座
ら
せ
る
ま
で
は
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
な
い

(
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
発
進

の
合
図
だ
と
思
わ
せ
る
)
、
③
子
ど
も
が
嫌

が
っ
て
い
る
時
は
車
を
止
め
る
、
車
に
乗
ら

な
い
、
な
ど
の
工
夫
と
と
も
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
I
卜
の
必
要
性
と
有
用
性
を
保
護
者
に
十

分
指
導
し
て
、
保
護
者
の
意
識
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

6
歳
未
満
の
幼
児
の
自
転
車
事
故
に
よ
る

死
傷
者
数
を
「
9
9
6
年
と
2
0
0
6
年
で

比
較
す
る
と
、
自
転
車
運
転
中
の
死
傷
者
数

は
同
年
間
で
3
 
7
・
2
%
減
少
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
自
転
車
同
乗
中
の
死
傷
者
数
は
5
 
4

・
0
%
増
加
し
て
い
ま
す

(
交
通
事
故
総
合

分
析
セ
ン
タ
ー
交
通
統
計
)
。
ま
た
、
幼
稚

園
児
の
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(
宮
本
ら
、
2
0
0
3
)

で
は
9
 
6
・
4
%
が

自
転
車
補
助
椅
子
を
購
入
し
、
購
入
し
た
者

の
3
 
8
・
8
%
が
子
ど
も
を
乗
せ
て
け
が
を
さ

せ
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
転

車
同
乗
中
の
幼
児
の
事
故
は
他
の
事
故
で
は

例
が
な
い
ほ
ど
高
頻
度
に
発
生
し
て
い
る
の

で
す
。
さ
ら
に
、
自
転
車
に
関
連
し
た
死
亡

事
故
の
損
傷
部
位
を
み
る
と
頭
部
の
打
撲
が

6
割
以
上
を
占
め
、
幼
児
の
頭
部
保
護
は
重

要
か
つ
緊
急
の
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
欧

米
で
は
既
に
1
9
9
0
年
よ
り
自
転
車
乗
車

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
法
制
化
さ
れ
て
お

り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
よ
っ
て
自
転
車
事

故
に
よ
る
脳
外
傷
の
危
険
は
6
 
3
̃
8
 
8
%
減
少

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
共
は
最
近
6
年
間
に
お
け
る
6
歳
未
満

の
幼
児
の
自
転
車
に
関
連
し
た
病
院
受
診
事
e

故
5
4
2
件
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
齢
分
布
は
図
4
に
示
し
た
よ

う
に
、
「
̃
3
歳
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
事
故
の
内
訳
は
「
幼
児
本
人
が
乗

車
中
」
が
3
・
0
%
、
「
同
乗
者
が
い
て
走

行
中
」
が
7
 
9
・
7
%
、
「
同
乗
者
が
い
て
停

車
中
」
が
‖
・
6
%
、
そ
の
他
5
・
7
%
で
、

実
に
全
体
の
9
 
1
・
3
%
が
自
転
車
同
乗
中
の

事
故
で
し
た
(
図
5
)
。
ま
た
、
病
院
を
受

診
し
た
者
の
中
で
、
事
故
に
よ
る
治
療
が
不

要
な
者
は
「
・
3
%
に
す
ぎ
ず
、
要
通
院
が

4
 
8
・
7
%
、
要
入
院
が
4
・
4
%
と
重
症
度
は

決
し
て
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
転
車
同
乗
中
の
事
故
に
つ
い
て
さ
ら
に



詳
し
く
み
て
い
く
と
、
走
行
中
の
場
合
は
幼

児
の
乗
車
位
置
が
同
乗
者
よ
り
後
方
の
こ
と

が
多
く
(
7
0
・
3
%
)
、
転
倒
・
転
落
に
よ

る
頭
部
打
撲
と
下
肢
の
巻
き
込
み
事
故
が
ほ

ぼ
同
数
で
し
た
(
表
1
)
。
さ
ら
に
、
停
止

し
よ
う
と
し
た
時
、
押
し
歩
き
中
、
発
進
時
、

バ
ッ
ク
さ
せ
た
時
に
も
事
故
は
起
き
て
お
り
、

自
転
車
使
用
中
は
常
に
注
意
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
自
転
車
停
車
中
の
事
故
は
幼
児
の

乗
車
位
置
が
前
方
の
こ
と
が
多
く
(
8
 
7
・
9
%
)
、

全
例
が
転
倒
・
転
落
に
よ
り
頭
部
を
打
撲
し

て
お
り

(
表
1
)
、
緊
急
入
院
を
必
要
と
し

た
者
も
3
名
(
頭
蓋
骨
骨
折
や
硬
膜
下
出
血

な
ど
)
み
ら
れ
ま
し
た
。
停
車
中
は
前
座
席

の
方
が
後
座
席
よ
り
重
心
が
不
安
定
で
転
倒
・

転
落
の
危
険
が
増
す
上
に
、
前
座
席
は
後
座

席
よ
り
乗
車
位
置
が
高
い
分
だ
け
転
倒
時
の

頭
部
へ
の
衝
撃
が
8
倍
以
上
強
く
な
り
、
幼

児
を
前
方
に
乗
せ
た
ま
ま
で
停
車
す
る
こ
と

は
極
め
て
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
頭
部
へ
の
衝
撃
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
に
よ
り
「
/
2
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が

実
験
的
に
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

名 図4 対象の年齢分布(n=542)

0歳 「歳 2歳 3歳 4歳 5歳

「50

「20

90

60

3○

○

図5 6歳未満の幼児の自転車事故の発生状況(nこ542)

表「幼児同乗中の自転車事故における走行中事故と停車中事故との比較

事故のきっかけ(nこ542) 危害部位(n=542) 幼児の乗車位置(n二292) 

転倒・転落(%) 巻き込み(%) 衝突(%) 頭部(%) 下肢(%) その他(%) 前方(%) 後方(%) 

242(56.0%) 「78(4「.2%) 「2(2.8%) 236(54.6%) 「8「(41.9%) 15(3.4%) 77(29.7%) 「82(70.3%) 

停車中 63(「00%) 0(0.0%) 0(0.0%) 63(100%) 0(0.0%) 0(0.0%) 29(87.9%) 4(「2.「%) 

計 325(60.0%) 「88(34.7%) 29(5.4%) 326(60.1%) 188(34.7%) 24(4.4%) 106(36.3%) 「86(63.7%) 

カッコ内は構成割合を示した、なお乗車位置不明の250名は除いた

京
都
府
で
は
条
例
に
よ
り
2
0
0
8
年
4

月
か
ら
自
転
車
同
乗
中
の
6
歳
未
満
の
幼
児

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
改
正

道
路
交
通
法
に
よ
り
幼
児
・
旧
型
里
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
努
力
義
務
が
来
年
6
月
頃
か
ら
施

行
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
本
来

走
行
中
の
方
が
安
定
し
た
乗
り
物
で
あ
り
、

押
し
て
歩
い
た
り
、
停
車
中
の
方
が
速
度
が

出
て
い
な
い
分
む
し
ろ
不
安
定
で
あ
る
こ
と

も
考
え
る
と
、
自
転
車
同
乗
中
の
幼
児
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
は
是
非
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

京
都
市
の
年
間
出
生
数
は
約
「
万
人
で
す

が
、
新
し
く
親
に
な
る
保
護
者
に
対
し
て
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
必
要

性
を
毎
年
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
子
ど
も
の
事
故
防
止

活
動
は
期
間
限
定
で
行
っ
て
も
意
味
が
な
く
、

長
期
的
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
し
か
効
果

が
期
待
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
の
活
動
の
成

否
は
社
会
全
体
の
事
故
に
対
す
る
意
識
を
変

革
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


